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ホームページのご案内
県議会のあらまし、議員名簿、本

会議と委員会の日程等、各種（請願
・陳情等）手続きの案内、会議録等
を掲載しています。
インターネットで本会議、予算・

決算特別委員会の生中継、録画画像
をご覧になれます。
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発議 ５件
○県議会議員の議員報酬等に関する条例

の一部を改正する条例 １

○宮城県議会における政務調査費の交付

に関する条例の一部を改正する条例

○宮城県議会委員会条例の一部を改正す

る条例

○県議会等に出頭した関係人等に対する

実費弁償に関する条例の一部を改正す

る条例

○県議会議員の議員報酬等に関する条例

の一部を改正する条例 ２

決議 ３件

○北朝鮮の地下核実験に抗議する決議

○国際リニアコライダー（ ）の東北

誘致を求める決議

○放射光施設の宮城県への誘致を求める

決議

意見書 ７件

○環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）

交渉について拙速に判断することに反

対し国益を踏まえた慎重な対応を求め

る意見書

○個人保証の原則廃止を求める意見書

○ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳

脊髄液減少症の診断・治療体制等の推

進を求める意見書

○配合飼料の価格高騰対策を求める意見

書

○一般用医薬品販売制度に関する意見書

○東日本大震災で危機的状況にある国保

特別会計への財政支援措置を求める意

見書

○障害者総合支援法及び障害者虐待防止

法に関する意見書

可決・同意した
知事提出議案 119件

○平成25年度宮城県一般会計予算

○平成24年度宮城県一般会計補正予算な

ど

採択した請願 １件

○地域医療の充実に関することについて

不採択となった請願 １件

○保険薬局への無料低額診療事業に関す

ることについて

付帯意見
○平成24年度一般会計補正予算

補正予算案の多額の減額の理由として

資材高騰、労働者不足等複合的要因に

よる施工確保困難が挙げられるが、こ

のことは特に農業や漁業を中心とする

本県一次産業の再生に深刻な影響を与

えるものである。県は一日も早い復旧

・復興を実現するため、あらゆる手だ

てを講じ、復旧・復興事業関連予算を

適正に執行するよう万全を期すこと。

○平成25年度一般会計予算

東日本大震災被災者の医療費一部負担

金及び介護保険利用料の免除措置につ

いては、県は国に対し、自治体負担部

分についても国が財政支援を行うよう

求めるとともに、対象者を限定する等

あらゆる手だてを講じ、免除措置が継

続できるよう万全を期すこと。

議長記者会見
定例会閉会日に、中

村功議長が記者会見を

行った。「今定例会で

は、平成25年度当初予

算案などが可決され

た。補正予算では、災

害危険区域外の住宅再

建支援策が実現した。

今後も被災者に寄り添

った施策が展開できる

よう努力をしていきた

い。」と述べた。また、

東日本大震災の発生日

である３月11日を鎮魂

の日として定める条例

が可決されたことにつ

いて、「この日は忘れ

てはならない日であ

り、全国の皆さんにも

心にとめていただく日

になればと思ってい

る」と述べた。

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会日に「ラウンジコンサート」を開催

しています。入場は自由ですので、ぜひご来場下さい。

◇次回のコンサート開催予定

・日時／平成25年６月14日（金）午後０時15分～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／クローバーの会＝声楽（女性ヴォーカル）

・曲目／瑠璃色の地球 ほか

◇出演者募集

・出演時期／平成25年９月・11月・平成26年２月定例会開会日の午後

０時15分～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・条件／無料出演（ピアノ以外の楽器は持ち込み）

※演奏ジャンル、プロ・アマチュアなど資格は問いません

・申込期限／平成25年５月27日（月）

お問い合わせ先 宮城県議会事務局総務課290222113571

県議会からのお知らせ

「みやぎ県議会だより」へのご意見・ご感想をお寄せください⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール

大震災復旧・復興対策調査

特別委員会は４月１日、宮城

復興局との意見交換会を開い

た。同委員会が行った被災市

町への調査で出された、復興

に向けたさまざまな課題につ

いて意見を交わした。県議会

からは、副議長、正副委員長

ら 人、復興局からは谷公一、

秋葉賢也両復興副大臣ら 人

が出席した。

沿岸被災地域で大きな問題

となっている地盤沈下した土

地のかさ上げに関連した課題

や住宅再建支援に対する課

題、被災自治体の復興財源の

確保、復興交付金をはじめと

する既存制度拡充や弾力的運

用などについて、被災地の意

見や要望を伝えた。

谷復興副大臣は「今後とも

被災地の思いを受け止めなが

ら、復興の加速に取り組んで

いく」と述べた。

なお、同委員会では、これ

に先立ち１月 日から２月

日にかけて沿岸部の 市町議

会等と意見交換会を行い、被

災市町の現状と課題を調査し

ている。
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宮城復興局との意見交換会
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３月６、７の両日、委員15人

による総括質疑を行い、その後、

各分科会での審査を経て、平成

25年度一般会計予算等を可決し

た。

総括質疑者 細川雄一、畠山

和純、菊地恵一、渥美巖、中島

源陽、石川利一（自由民主党・

県民会議）藤原のりすけ（改革

みやぎ）本多祐一朗（社民党県

議団）石橋信勝（公明党県議団）

遠藤いく子（日本共産党宮城県

会議員団）堀内周光（みんなの

党）吉川寛康（21世紀クラブ）

齋藤正美（最速復興県民の会）

渡辺忠悦（みずの里）菅間進（無

所属）※堀内、渡辺、菅間議員

は４月１日に所属会派をみんな

の党・無所属の会に変更

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

予算特別委員会

常任委員会

平成24年11月定例会以降に行

われた各委員会の県内調査の概

要と今定例会での主な審査議案

は次のとおり。

●総務企画委員会

審査議案 みやぎ鎮魂の日を

定める条例など 議案

●環境生活農林水産委員会

調査先 村田町竹の内地区産

業廃棄物最終処分場など

調査項目 村田町竹の内地区

産業廃棄物最終処分場の現状と

今後の課題

審査議案 工事請負契約の締

結（塩釜漁港桟橋等災害復旧工

事）など25議案

●保健福祉委員会

調査先 南三陸町役場、気仙

沼市役所、栗原市役所

調査項目 医療圏の再編

審査議案 被災地域看護職員

確保対策修学資金貸付条例など

12議案及び請願３件

●経済商工観光委員会

審査議案 緊急雇用創出事業

臨時特例基金条例の一部を改正

する条例など２議案

●建設企業委員会

調査先 松島町初原、岩沼市

押分、山元町浅生原など

調査事項 道路・河川・海岸

などの復旧状況、防災集団移転

促進事業・災害公営住宅建設の

進捗状況

審査議案 工事請負契約の締

結（亘理町荒浜地区災害公営住

宅 仮称 新築工事 など31議案

●文教警察委員会

審査議案 特別支援教育将来

構想審議会条例など７議案と請

願１件

第
３
４
０
回
宮
城
県
議
会
（
２
月
定
例
会
）
は
平
成

年
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で

開
催
し
た
。
震
災
関
連
費
７
４
１
５
億
円
を
含
む
総
額

１
兆
５
２
１
３
億
円
の
平
成

年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
案
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３
月

日
を
「
み

や
ぎ
鎮
魂
の
日
」
に
定
め
る
条
例
案
な
ど
計
１
３
４
議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

年
度
は
宮
城
県
震
災
復

興
計
画
で
定
め
る「
復
旧
期
」の
最
終
年
度
。
次
の
「
再

生
期
」
へ
向
け
、
震
災
が
れ
き
処
理
や
被
災
者
の
住
宅

確
保
対
策
な
ど
の
進
展
が
図
ら
れ
る
。
議
員
は
課
題
や

問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
復
興
の
速
度
を
上
げ
、
よ
り

よ
い
施
策
と
な
る
よ
う
議
論
を
交
わ
し
た
。
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∪
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∪
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∪
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∪
∪
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∪
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資
材
の
不
足
や
高
騰
な
ど

で
県
発
注
工
事
の
落
札
者
が

決
ま
ら
な
い
「
不
調
」
が
続

い
て
い
る
。
議
員
は
国
の
大

型
補
正
予
算
に
伴
い
、
全
国

的
に
公
共
工
事
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
不
調
が
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
を
懸
念
。
県
の

対
応
を
た
だ
し
た
。

入
札
不
調
の
発
生
率
は
平

成

年
１
月
末
時
点
で
平
均

％
と
な
っ
て
い
る
。
知
事

は
「
資
材
、
技
術
者
の
確
保

な
ど
さ
ら
な
る
対
応
を
講
じ

て
い
く
」
と
述
べ
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
対
策
と
し
て
、
期

間
限
定
で
生
コ
ン
製
造
の
仮

設
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
考

え
を
示
し
た
。
土
木
部
長
は

「
設
置
箇
所
や
原
材
料
調
達

先
な
ど
に
つ
い
て
早
急
に
市

町
、
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
な
ど
と
調
整
を
図

る
」
と
説
明
。
「
長
期
的
な

需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

解
消
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

議
員
か
ら
は
抜
本
的
な
入

札
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

声
も
上
が
っ
た
。
知
事
は
「
新

年
度
４
月
か
ら
は
、
特
に
入

札
不
調
の
発
生
率
が
高
い
１

億
円
未
満
の
工
事
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
評
価

方
式
か
ら
最
低
制
限
価
格
に

よ
る
落
札
方
式
に
、
施
工
体

制
事
前
提
出
方
式
で
は
内
訳

書
の
み
の
提
出
と
す
る
な

ど
、
大
幅
な
見
直
し
で
手
続

き
の
簡
素
化
、
迅
速
化
を
進

め
る
」
と
述
べ
た
。

制
度
大
幅
に
見
直
し

生
コ
ン
仮
プ
ラ
ン
ト
設
置
へ

入札不調

復興加速 予算を可決
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再
生
期

へ
と
つ
な
ぐ

が
れ
き
処
理

住
宅
再
建
に
注
力

広
域
防
災
拠
点
構
想
踏
ま
え

東
北
で
宮
城
県
だ
け
が
未

導
入
と
な
っ
て
い
る
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
議
員
は
、

宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場

（
仙
台
市
宮
城
野
区
）
一
帯

で
の
整
備
が
検
討
さ
れ
る
広

域
防
災
拠
点
と
関
連
さ
せ
て

「
早
期
導
入
の
考
え
は
」
と

た
だ
し
た
。

こ
れ
に
対
し
知
事
は
「
広

域
防
災
拠
点
構
想
の
方
向
性

な
ど
も
踏
ま
え
、
導
入
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
」
と

表
明
。
一
方
で
「
基
地
病
院

の
選
定
や
他
病
院
の
協
力
体

制
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ

る
」
と
も
述
べ
た
。

広
域
防
災
拠
点
は
医
療

を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時

の
活
動
、
備
蓄
な
ど
の
拠

点
と
な
る
。
議
員
は
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
現
時
点
で
の
考
え

方
を
聞
い
た
。

整
備
で
は
関
係
施
設
の

移
転
な
ど
も
あ
り
え
る
こ

と
か
ら
知
事
は
「
い
つ
ま

で
と
は
言
え
な
い
」
と
し

た
上
で
「
担
当
課
に
は
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ
う
に

指

示

し

て

い

る
」

と

説

明
。
現
在
地
で
の
建
て
替

え
を
検
討
し
て
い
た
国
立

病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン

タ
ー
に
対
し
て
は
、
南
側

に
隣
接
す
る
県
自
転
車
競

技
場
な
ど
へ
の
移
転
を
提

案
し
て
い
る
こ
と
も
示
し

た
。議

員
の
「
移
転
し
た
同
セ

ン
タ
ー
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

配
備
先
に
な
る
の
か
」
と
い

う
問
い
に
知
事
は
「
有
力
な

候
補
の
一
つ
に
は
な
る
。
ど

こ
に
配
備
す
る
か
は
県
救
急

医
療
協
議
会
で
の
議
論
を
経

て
決
ま
る
こ
と
に
な
る
」
と

話
し
た
。

平
成

年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
案
は
復
興
加
速
が

柱
だ
。
議
員
は
、
復
興
を
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
た
め

の
最
優
先
課
題
と
し
て
知
事

が
掲
げ
る
震
災
が
れ
き
処
理

を
は
じ
め
、
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
を
含
む
住
宅
再
建
の

見
通
し
な
ど
の
現
状
説
明
を

求
め
、
併
せ
て
財
政
運
営
の

基
本
方
針
を
尋
ね
た
。

年
度
末
で
の
処
理
完
了

を
目
標
と
す
る
震
災
が
れ
き

に
つ
い
て
議
員
は
「
処
理
完

了
の
見
通
し
は
」
と
質
問
。

知
事
は
「
中
間
目
標
と
す
る

年
度
末
で
の
達
成
度

％

は
見
え
て
き
た
。
課
題
は
処

理
先
の
確
保
と
津
波
堆
積
物

の
処
理
。
（
目
標
期
間
ま
で

に
）
終
了
す
る
手
応
え
は
あ

る
」
と
答
弁
。
議
員
は
「
全

体
の
仮
設
焼
却
施
設
を
連
動

さ
せ
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

で
き
る
」
と
訴
え
た
。

議
員
は

年
度
ま
で
に
１

万
５
０
０
０
戸
の
確
保
を
目

指
す
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い

て
「
予
定
通
り
通
り
達
成
で

き
る
見
通
し
な
の
か
」
と
質

問
。
知
事
は
「

年
度
末
ま

で
に
約
２
４
０
０
戸
、

年

度
末
に
計
画
の
半
数
を
超
え

る
約
８
０
０
０
戸
の
完
成
を

見
込
む
。

年
度
末
ま
で
の

全
戸
完
成
を
目
標
に
市
町
と

連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
む
」

と
答
弁
し
た
。

津
波
浸
水
区
域
内
で
災
害

危
険
区
域
か
ら
外
れ
る
な
ど

し
た
被
災
者
の
住
宅
再
建
支

援
策
（

年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
の
対
応
）
で
議
員

は
、
他
市
町
へ
の
移
転
を
希

望
す
る
被
災
者
も
い
る
。
対

象
と
な
る
居
住
範
囲
を
広
域

に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
。

総
務
部
長
は
「
津
波
被
災
地

域
で
の
住
民
定
着
を
促
進
さ

せ
る
の
が
大
き
な
目
的
」
と

し
て
理
解
を
求
め
た
。

新
年
度
当
初
予
算
は
財
源

不
足
分
を
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
な
ど
で
確
保
。
議

員
は
今
後
の
財
政
運
営
の
基

本
方
針
を
た
だ
し
た
。
知
事

は
「
限
ら
れ
た
財
源
を
震
災

対
応
事
業
に
重
点
的
に
配
分

す
る
と
と
も
に
国
の
財
政
支

援
措
置
の
継
続
、
地
方
税
財

源
の
充
実
強
化
を
強
く
求
め

て
い
く
」
と
答
弁
し
た
。

２
月
定
例
会
本
会
議

議
員
は
津
波
で
被
害
を
受

け
た
農
地
の
復
旧
と
今
後
の

見
通
し
を
は
じ
め
、
県
が
国

へ
の
申
請
を
目
指
す
「
水
産

業
復
興
特
区
」
な
ど
１
次
産

業
復
興
の
諸
課
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

浸
水
で
復
旧
対
象
と
な
っ

た
農
地
の
現
況
に
つ
い
て
議

員
は
「
新
年
度
の
復
旧
目
標

は
」
と
質
問
。
農
林
水
産
部

長
は
「
復
旧
対
象
の
約
１
万

３
０
０
０
㌶
の
う
ち
、
約
７

７
０
０
㌶
が
今
年
、
作
付
け

可
能
に
な
る
。
平
成

年
度

は
１
２
７
０
㌶
の
復
旧
に
着

手
す
る
予
定
で
、

年
度
ま

で
の
復
旧
完
了
を
目
指
す
」

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

石
巻
市
桃
浦
地
区
を
対
象

と
す
る
水
産
特
区
構
想
を
め

ぐ
っ
て
は
議
員
が
「
漁
民
自

治
の
侵
害
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
強
行
す
る
の
で
あ
れ
ば

論
拠
を
示
す
べ
き
だ
」
と
、

詰
め
寄
っ
た
。
知
事
は
「
高

齢
化
す
る
浜
に
は
鎮
痛
剤
だ

け
で
は
な
く
カ
ン
フ
ル
剤
が

必
要
。
民
間
の
力
を
入
れ
て

再
生
、
復
興
さ
せ
た
い
。
５

年
先
を
み
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

議
員
は
「
特
区
が
漁
村
の

負
の
遺
産
と
な
ら
な
い
よ
う

県
は
漁
民
自
治
を
担
保
す
る

仕
組
み
づ
く
り
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
す
べ
き
だ
」
「
漁
業
権

の
管
理
は
至
難
の
業
。
漁
協

と
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
っ

か
り
進
め
る
な
ど
丁
寧
な
対

応
を
し
て
ほ
し
い
」
と
注
文

を
付
け
た
。
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ゅややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや

みやぎ鎮魂の日 の制定は 県民の慰霊の気

持ちや復興祈念をより強めそうだ‖ことしの

石巻市の追悼式 ３月 日

風化防ぎ 教訓次代へ 「鎮魂の日」条例

犠
牲
者
に
対
す
る
追
悼
の
意
を
表
し
、
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
、
震
災

か
ら
の
復
興
を
誓
う
日
と
し
て
３
月

日
を

「
み
や
ぎ
鎮
魂
の
日
」
と
す
る
条
例
制
定
案
は

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

議
員
は
「
鎮
魂
の
日
を
短
絡
的
に
休
校
と
す

る
の
は
違
和
感
が
あ
る
。
こ
の
日
こ
そ
児
童
生

徒
を
登
校
さ
せ
、
防
災
教
育
な
ど
次
代
に
引
き

継
ぐ
重
要
な
時
間
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
」
と

質
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
知
事
は
「
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
復

興
を
担
う
志
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ

の
た
め
に
は
慰
霊
行
事
に
参
加
し
や
す
い
よ
う

学
校
を
休
業
と
す
る
の
も
方
策
の
一
つ
」
と
答

弁
。
続
け
て
「
休
業
日
に
す
る
か
ど
う
か
は
各

学
校
の
設
置
者
が
地
域
の
被
災
状
況
や
児
童
生

徒
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
決
定
す
る
」
と
説

明
し
た
。
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代
表
質
問
は
、
安
部
孝
（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
、

坂
下
賢
（
改
革
み
や
ぎ
）
の

２
人
。
一
般
質
問
は
、
長
谷

川
敦
、
小
野
隆
、
寺
澤
正
志
、

藤
倉
知
格
、
本
木
忠
一
、
相

沢
光
哉
、
長
谷
川
洋
一
、
中

沢
幸
男
、
今
野
隆
吉
（
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
）
、
内

海
太
、
ゆ
さ
み
ゆ
き
（
改
革

み
や
ぎ
）
、
岸
田
清
実
、
岩

渕
義
教
（
社
民
党
県
議
団
）、

小
野
寺
初
正
、
伊
藤
和
博
（
公

明
党
県
議
団
）
、
天
下
み
ゆ

き
、
横
田
有
史
（
日
本
共
産

党
宮
城
県
会
議
員
団
）
、
境

恒
春
（
み
ん
な
の
党
）
、
吉

川
寛
康
（

世
紀
ク
ラ
ブ
）、

齋
藤
正
美
（
最
速
復
興
県
民

の
会
）
の

人
。

（
境
議
員
は
４
月
１
日
に
所

属
会
派
を
み
ん
な
の
党
・
無

所
属
の
会
に
変
更
）

８
０
０
０

以
下
汚
染
廃
棄
物
処
理

市
町
村
支
援

強
力
に

一
般
家
庭
ご
み
と
混
焼
で

福
島
第
１
原
発
事
故
の
影

響
で
発
生
し
た
指
定
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
の
候
補
地
選

定
が
全
国
で
遅
れ
て
い
る
問

題
で
議
員
は
「
一
刻
も
早
く

選
定
す
べ
き
だ
。
現
況
と
県

の
対
応
は
」
と
質
問
し
た
。

知
事
は
「
国
は
、
地
元
自

治
体
と
の
協
議
を
重
視
し
、

再
選
定
す
る
方
針
。
で
き
る

だ
け
早
く
、
２
回
目
の
市
町

村
長
会
議
を
開
い
て
国
の
考

え
を
直
接
、
説
明
し
て
い
た

だ
く
。
市
町
村
の
意
見
を
踏

ま
え
た
上
で
早
急
に
設
置
さ

れ
る
よ
う
国
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

当
初
２
年
間
と
さ
れ
て
き

た
汚
染
稲
わ
ら
な
ど
の
自
治

体
の
一
時
保
管
に
つ
い
て
知

事
は
「
処
分
場
の
整
備
遅
れ

で
、
延
長
は
避
け
ら
れ
な
い

見
通
し
」
と
の
見
解
を
示
し

「
一
時
保
管
施
設
の
点
検
管

理
や
定
期
的
な
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
で
適
正
な
保
管

に
努
め
る
」
と
し
た
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る

汚
染
が
１
㌔
㌘
当
た
り
８
０

０
０

以
下
の
牧
草
な
ど
の

汚
染
廃
棄
物
の
処
理
は
基
本

的
に
市
町
村
対
応
と
な
る
。

議
員
は
「
県
が
主
導
的
に
市

町
村
を
支
援
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
訴
え
た
。

知
事
は
「
国
の
補
助
制
度

創
設
や
他
自
治
体
で
の
実
施

例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般

家
庭
ご
み
と
の
混
焼
で
処
理

を
進
め
る
方
針
を
県
で
定
め

る
と
と
も
に
、
処
理
に
取
り

組
む
市
町
村
を
強
力
に
支
援

し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

議
員
か
ら
は
「
混
焼
処
理

は
風
評
被
害
を
招
く
の
で
は

な
い
か
」
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
環
境
生
活
部
長
は
「
既

に
行
わ
れ
て
い
る
岩
手
県
内

で
は
風
評
被
害
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
安
全
性
に
関
す

る
丁
寧
な
情
報
の
提
供
に
努

め
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。

津波被害農地の復旧

年度内完了目指す

本年度、約7700㌶作付け可能

平成２５年( 年)４月２１日(日曜日)(２５) 平成２５年( 年)４月２１日(日曜日)(２５)


